
vn 沿岸水域調査(親魚関係)

I 調査目的

日本海沿岸陀同様するサケ親魚群がどのような田波状況を示しどの河)11の再生産魚群であるか陀つい

て調査を行なうものである。

H 調 査内容

L 調査期間

2 調査海域

3 調査員

昭和 46年 10月~昭和 47年 3月

西郡深浦町

次長 頼 茂

淡水養子直課技師 青山禎夫

漁業課技師 中 田凱久

4 調査項目 (1 ) 標識放流

5. 

(2) 再 捕

調査方法

標識放流は深浦沿埠IJL設置きれた大型定置網陀乗網魚の背ピ νの前側筋肉質に標識票(ボタン付ス

パゲテイ・タイプ)を船上で付し沖合(距岸 3.00 0 m (男IJ国》へ運搬後放流した。

持捕に喝してはp県内.県外(富山県まで)の組合及び調係機関に依頼して再捕時の状況について報

告を求めた。

前言問者時果

1 供試魚

魚体の大ききは 49-8L4cm(F・L)の範囲でこの期間中のサケ群の体長(尾叉長)と体重の

関係を求めるとw=1 0 - 6 X 1. 3 1 6 L 3.5191となり、第 1図の hぉ ηである。なお放流期間中の

来遊サケ群の体長(尾叉長).体重組成をを第 2図に示したが供試魚の年令は 3年生から 6年生まで

でその割合は第 1表に示すとおりである。

2. 標識放流尾数及び放流時期

標識尾数は下表のとおりで、一応11月 10日までを初誌康洋とし.それ以降 11月 20までを盛期

として合計 130尾を放流した。放流期間中の海水温は 15. 8 - 1 6. 8 .Cの聞であ内た。

放 流 月 日

1 1月 2日-10日

1 1月13日-20日

放流尾数 備

4 9尾 i放流回数4回

81尾|放流回数 6回

1 3 0尾

なお、深浦におけるとと数ヶ年のサケの初漁日と終漁日の状況を参考までに示せば附表のとおりであ

る。

3 再捕

再捕は本県始め、秋田、山形、新潟県の各地でみられたが.富山県からは 1尾も再捕報告が得られ

なか丹た。各期群の再捕状況は次の通りである。

(1)初期群(第 3図)

一般に本州域V亡回併する魚群は北海道へ回器産する魚群より待期的に遅く日本海側に回瀞するのは

1 0月に入門てからである。網の建込みの都合と漁模様から 11月上旬lrC.49尾標識して放流した

が、 30尾再捕され南南率は 6L 2 %であ 4 た。ただこのうち 2尾は反転北上し.深浦より北の本

県沿岸で再捕されている。
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(2) 盛期群(第 3図〕

1 1月中句ltL8 1尾標識を付して放流したが. 4 9尾再捕され再捕率は 60.5%であ....，た。この

群から新潟県三面川水系ltLl尾、山形県月光JI¥水系ltL3尾のそ上魚がみられた。文北上反転して深

浦より北の本県沿岸で再捕されたものが 1尾あ司た。各坊鮮の再捕状況を纏めると下表のとお ηで

ある。

各県における各期 群の再捕状況

青森 県 秋田県 山形県 新潟県 富山県 言十 放流数 再捕率

初其騨 3尾 16尾 8尾陣 3尾 。 3 0曙 49尾 61.2 % 

盛期群 4尾 25尾 (河11139事犀 (河1¥1ぽ 。 4 9尾 81尾 60.5 % 

言十 7尾 41尾 27尾 4尾 。 7 9尾 130尾 60.8 % 

W 調査の成果および今後の課題

1. 調査の成果

日本海側に回瀞するサケは月光川水系の魚群が圧倒的K多いことが報告きれているが、深浦沿岸域

K回携する魚群は 11月のものは若干本県産の魚群も混合しているものの、その大部分は本県より南

の糸統群で秋田県の男鹿半島入道崎における再捕内容を除けば、月光川或いは三面JIIの魚群と推定さ

れる。

即ち男鹿半島尖端で再捕されなか司たならば‘おそらく月光川、三面川へそ上する魚群であ内たろ

うと恩われる。

然し、富山県で 1尾の再捕もみられなか内たことは、富山県への魚群は沖合を国務したものか、或

は回務経路が異なるか.さらには時期的に早く回器産するのか今のところ不明である。

2. 今後の課題

(1) 標識放流尾数を出来る丈多くして資料の蓄積を図ること。

(2) 再捕報告の周知徹底を図ること。
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附表深浦におけるサケ漁期

-・・・

|、
初漁期 終漁期

10月 12凡月 i・翌1年月

昭 42 18日(63) 26日

昭 43 13日(56) - : 25日

昭 44 8日(21) 15日

昭 45 山間~ 12~日一
l 昭 46 6日(228) ー; 7日
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. . ( )の数字は 10月の漁獲量. . 
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第 1表放流魚の年令組成

~ 3年魚 4年魚 5年魚

ド宅
不明魚 言十

尾ー「一一尾 「一一尾 「ーー尾 t一一尾一
初期群 16 17 13 1 49 

盛期群 25 33 20 。 3 81 

言十 41 50 33 2 4 130 

百 80FL(cm) 50 ω 5 70 自
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第 2図サケ親魚の体長(F L )組成
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尾 芽生 FL平均

o 97尾 67. 0 cm 

♀ 60尾 68. 5 cm 

言十 157尾 67. 8 cm 
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サケ親魚の体重(B W)組成

N=  160 
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: JJ-L  
l 一口

1.0 1. 5 2.0 2.5 3.03.54.0 4.!1 505.5 6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 90 kg 

数 BW平均

ぢ 97尾 3.7化守

♀ 60尾 4. 1 Icq 

言十 157尾 3.9 Ic舟
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第 3図 サケの標識放流と再捕状況

。:放流地点 130尾
( 11. 2' 71 - 11. 20' 71放流)

jム:再捕地点 ロ
( 1口1.2γ'71 - 1口1.10げ， 7九1trr.亡放流)

l x :幕鞘捕地点 47尾
( 11. 11' 7 1 - 11. 20' 71 trr.放流)

日本海

※ 2. 't 7 2現在

円 xx)<x I能代

xおよユ22tAP
北浦 秋田県

で

山形県

、、

物 川

県名

海面

河川

県言十

県別再捕一覧表

青森 秋田 山形

7 41 24 

。。 3 

7 41 27 

合計再捕数 79尾
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別図
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深浦地区サケ定置網(昭和 46年秋)
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@放流地点
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沿岸水域調査(稚魚関係)

調査目的

サケ、マス再生産の維持拡大のため沿岸水域におけるサケ、マス幼魚の生活の実態を明らかにし適正

な漁業並びに増産管理体制の確立に資する。

I 

昭和 46年 4月-6月

西郡深浦町

西郡岩崎村

次長 頼

技師 青

技師 林

技師 小田切

魚体調査

環境調査 f水質調査も含む)

餌料調査

調査内容

調査期間

調査場所

1. 

E 

茂

夫

孝

二

課殖養

H

水淡

員査調

2. 

3. 

禎

義

譲

山

謀

仙

凶

附

査調

調査項目4. 

調査方法

調査区域は第 1、 2図に示すとおり比較的沿岸部(距岸 100-600m)の岩崎地区の定置網 3

ケ統(予備 1ケ統)と沖合部(距岸1， 600-2，500m)の深浦地区における定置網 3ク統f予備

1ケ統〕を選定して稚魚採集を行ない採集量を記録すると共にその一部を持帰り魚体調査を行なった。

環境調益のうち気象、海象関係については深浦地先で日観測を行ない餌料生物及び水質関係について

は鯵ク沢地先について期間中、 3回実施した。

5. 

調査結果

沿岸域の稚魚の回器産(時期、量〉について

今回の調査で実際に標本を確認したのは 5月 18日の朝網(深浦地区)によるものであったが聴取り

りKよれば、 4月中匂からサク稚魚をみかけるという。

即ち、ヤリイカの盛漁期である 4月中匂から 5月上旬にかけては、ヤリイカの棒受網にも乗るとい

うことである。

又、 4月中頃より 5月始めにかけて B1t1:3-6尾程度のサケ稚魚が朝網、タ網の何れにも乗網した

というし、 5月 7日から 16自にかけて 1週間程は朝、夕何れの網にも乗網し、その量は 5/cCJから多

いときに』主 30-40kCJも混獲されたと L、う。

例年は多くても B1t1:10-15尾程度が偶にとれる位であったというから本年は特別にサケ稚魚の回

瀞が多かったと云えよう。

1. 

E
 

以上のことから本県日本海におけるサク稚魚の回続時期は、本県以南の県における河川放流する時

期によって多少のズレはあるとしても、大体 4月中匂から 6月上句にかけてのようであり、本年の北

よサケ稚魚回瀞のピークは 5月中匂頃にあったものと，思われる。

サケ稚魚の採捕実績は下表のとおりである。(含聴取…… x印〕
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月
深 滞 地 区 岩 崎 地 区

言十日
朝夕網別 朝夕網別O.K O.M O.K O.M 

x 4 6. 5. 1 5 朝 100尾 100尾
ヤ一一一一一一』

X 4 6. 5. 1 6 タ 朝 8 kg 一 18 kg 

4 6. 5. 1 8 
朝 12尾 x 6尾

タ 75尾 1尾 88尾 0・M
タ 1尾 2尾 (s.尾〉

4 6. 5. 1 9 
朝 69尾 4尾

タ 110尾 251 吊犀 ( 04尾.M 〉
タ 72尾

4 6. 5. 2 0 タ 50尾 タ 63尾 1尾 尾 O.M
113 A (1尾)

4 6. 5. 2 1 タ 17尾 17尾

4 6. 5. 2 2 ー タ 109尾 109尾

言十
204尾

12尾 474尾 i 2尾
678尾 (14尾)

10 k9， 8ι9 18lcg 

このサケ稚魚と同時に水揚された魚種と漁獲量は第 1表のとおりである。

なおこの時期のサケ稚魚は岩崎地区では沿岸部の 20机以浅で捕れているが、深浦地区では沖合部

水深 48机の網で混獲されているところから国務方向は沿岸の潮の流れと共に沿岸の池形的な条件に

も多分に左右されるものと思われる。

2. 生長について

採集稚魚の体重は下表l!(示すとおりである。又体長組成を第 3図に示した。

( )内はサクラマス稚魚

F L ( mm ) B w ( 9 ) 
採捕年月日 定点 標本数(尾〕

範 図 平 均 量百 間 平 均

4 6. 5. 1 8 深 浦 12 107 - 125 121. 5 10.0-17.2 14. 85 

1/ 岩 崎 50 102 - 125 116. 5 11. 1 - 19. 9 15. 88 

5. 1 9 H 74 84 - 119 105. 5 3.2-16. 5 11.1 

1/ 深 浦 121 95 - 133 116.2 6.9-22.0 14.65 

( 4 165 - 187 175. 5 51. 6 - 77. 4 64. 75) 

5.2 0 1/ 50 101 - 125 113. 9 9. 9 - 17. 6 13. 7 

11 岩崎 50 82 - 115 105 5.9-14. 4 11. 1 

130 130 21. 0 21. 0 ) 

5. 2 1 1/ 17 95 - 110 102 7. 0 - 13. 0 9.5 

5.2 2 1/ 65 76 - 116 99 4.2-14.2 9.06 

このうちに昭和 46年 3月 22目、月光jけから標識放流された稚魚 3尾が含まれているが、これから

推して約 2ヶ月間で体長で約 3倍、体重で約 3 0倍近くの生長増加が窺われる。

標識魚の魚体調査

再捕年月日 再捕場所 標識部位 T.L F.L B.W 備 考

日旨ピ νなし mm 官1m
16.g 3 4 6.5. 1 8 岩 崎 右複ピレ痕跡

123 114 

4 6. 5. 1 8 1/ 
脂ピレ痕拐:

121 174 16. 1 
右腹ピレ再生

4 6.5. 2 0 沢 辺脂ピレなし
左腹ピレ再生

113 104 9. 8 3月中匂 平均体体重重 40胴

の大きさ平均 0.559 
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なお岩崎地区のものは深浦地区のものに比して一体に小型であるが、生長量の小さい稚魚の添加が

行なわれているものか、時期の推移による相違なのか不明である。

3. 食性について

採集標本の胃内容物について秤量分析した。

年月 日 定 点 標本数
胃内容物量(~) 胃 内容重量組成(%)

範 囲 平 均 0-0.4.9 0.5-0.9 1.0-1.4 1. 5-1. 9 

4 6. 5. 1 8 深 滞 12 0.05-0.21 o. 145 100 一 一 ー

" 
ZιiヨA 崎 50 。.62-1.2 0.847 82 18 

5. 1 9 " 75 。-0.8 0.405 62.7 37. 3 一

" 深 浦 121 0-1.1 0.377 57 36.3 6.3 一
( 4 0-2.7 0.45) 

5.2 0 " 50 。-0.76 0.48 54 46 ー 一

" 岩 崎
50 。-0.5 。目 188

96 
0.4 0.4) 

4 一
5. 2 1 " 17 。-0.18 0.09 100 ー ー

5. 2 2 11 65 0-0.6 0.26 78.5 21. 5 一 ー

胃内容物は捷脚類、端脚類及びサパ仔魚が主体で、その傾向は時期的に場所的K異なることはない

が、その摂餌割合についてみると下表のとおりである。

( )内の数字は個体数の範囲

標本採捕 胃内容 物 内 訳
地先名 標本数

C品tanffkdal~cap&da I~叩.ß..kp&da 仔 魚 その他 不明 空胃年月日

深 浦 12尾
12尾 4尾

一46.5.18 
(131-144) ( -) 

50 4尾 24 
一 一46.5.18 岩 崎 50 

(397-808) (1-15】 (1-6の

66 1 47 
一

1尾
ー46.5.19 岩 崎 75 一 ( 1 ) (1-45.】 (-) ( 』 ) 

74 3尾 60 9尾 1 
46.5.19 深 浦 121 

( 1 ) ( 5-300) (-) (ー)
ー

(21-503) 

50 10 
46.5.20 深 浦 50 一 (2-9) 一 一 一 l

38 1 17 2 8尾
46.5.20 岩 崎 50 

( 1 ) (1-11) (-) (ー)(6-134) 

16 7 1 
46.5.2 1 岩 崎 70 一 (ー) 一 (ー)( 

33 56 7 3 
46.5.22 岩崎 65 ー 一 (3-46) (ー)

ー
(ー)(19-41) 

また胃内容物から日周摂餌状況をみると、深浦地区の同一網で 5月 19臼朝採捕した稚魚と同日夕

刻採捕した稚魚とでは夕刻のものには空胃のものをみないが、朝のそれには空胃のものがみられる。

総体的には夕刻のものがよく摂餌しており、それも捺脚類を主trc.摂っているのに対し、朝のそれは殆

んど、サパ仔魚を食している。
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f受 餌 内 容
朝夕の別定 点標本数 空胃のもの

サパ仔魚 甲殻類 稚甲混食 そ の他

4 6. 5. 1 9朝 探 j甫 40尾 6 ( 15，%) 31(77. 5%) ( 0) 1(2.5%) 2 (5 %) 

4 6. 5. 1 9夕 深 浦 50 。(口〕 2( 4 %) 2Z( 44 %) 26( 52 %) 一(0 ) 

4. 環境について

第 2表第 4図に示すように 5月下匂になると、 7J<.混が 15 'cを超えるようになり、深鴻地区におい

ては 5月 20日以降、 1尾も採摘されなかったが、岩崎地区て1土品月 7日、イカナゴの若手に散見され

たのが最終確認稚魚であったと L、う。

サケ稚魚は岩崎地区においては南東風の天候不良のとき、 71<.が濁って下り潮のときに多く混獲され

るとL、う。

又同地区て吋岸寄りの網よりも沖縄への入りがよく、朝網の方が夕網vr.比して混獲される率が比較

的高いといろととである。

その他の環境条件については、第人 4、 5表及び第 3図に示したとおりである。

N 調査の成果及び今 後 の 課 題

1 調査の成果

(1 ) 本県日本海沿岸域におけるサケ稚魚の回読書時期は大凡そ 4月中旬から 6月上句にかけてのようで

あり、そのピークは 5月中匂頃と思われる。

(出) サケ稚魚の回波移動の条件としては潮流並びに沿岸地先の地形と密接な関係があるもののようで

ある。

(3) サケ稚魚の生長増加は時期の推移に伴って明らかであるが、降海後約 2ヶ月で体長にして約 3倍、

体重にして約 30倍近くの成長を示すことが明らかになった。

(4) 稚魚の餌料は他魚種の稚幼魚、甲殻類が主体で、その傾向は地域による差異は殆んどなくその場

の餌条件が内容に反映しているが、日周摂餌状況につL、ては軒と夕とす比較した場合後者の方が総

体的に摂餌を行う傾向にある。

2. 今後の課題

(1) 稚魚の生態、す把握するためにはやはり標本すある程度得る必要があると考えられるし一方その追

跡調査上においても採捕可能地点の選定を充分行う必要がある。

(2) 降海直後の椎魚の生活内容について調査する必要がある。

(3) サケ稚魚と同様サクラマス稚魚につレても並行してその生態の追求謁査が必要と考えられる。

(4) 本謁査の性格から云って自県のみゴコ状況把握に捉われず広く議接県の状況等も加味しながら事業

の推進を図るべきである。
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第 1図 深浦地区定置図
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第 2図 岩崎地区における定置網位置図
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第 1表 岩崎・深浦におけるサケ
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稚魚と同時に混獲された魚種
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第 3図 体長組成
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司.

第 2表鯵ケ沢地先における各年勾別平均海水温 第 3表餌料生物(鯵ケ沢地先〉

線型S 
42年 43年 44年 45年 46年

℃ 
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四
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第 4図
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